
明日 翼の
明日の空へ、日本の翼

Winter 2019

特集
新時代を切り拓く
エアバスA350 型機
ボーイング 787 型機 国内線就航
地域とともに　『 SAMURAI  KYUSHU 』ツーリズム始動 
                 地域に息づく歴史文化を九州から世界へ発信　

JAL のサービス品質を、世界へ広げる　ラオス・ミャンマーにおける空港教育訓練の取り組み

JAL のダイバーシティ&インクルージョン　多様性への新たな学びを！「JAL D ive r s i t y  Day  2 0 1 9」を開催

翼を育てる　安全のバトンを仲間につなぐ　グランドハンドリング



明日の翼 02

Words for tomorrow 

　航
空
運
送
業
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
る
事
業
で
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
事
実
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
社
会
と
共
生
し
な
が
ら
事
業
を
持
続
さ
せ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　私
た
ち
の
C
O
2
総
排
出
量
の
99
%
は
航
空
機
の
運
航
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
こ
れ
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
に
は
、
燃
料
消
費
量
の

少
な
い
新
型
機
へ
の
更
新
が
特
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
新
型
機
は
、

従
来
機
と
比
べ
て
15
～
25
％
程
度
の
C
O
2
排
出
量
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
度
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
7
7
7
型
機
の
後
継
機
と
し
て
、
エ
ア
バ

ス
A
3
5
0
型
機
の
導
入
を
開
始
し
、
2
0
1
9
年
秋
か
ら
国
内

線
に
就
航
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
国
際
線
に
の

み
就
航
し
て
い
た
ボ
ー
イ
ン
グ
の
新
型
機
、
7
8
7
型
機
も
国
内

線
に
就
航
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
騒
音
も
低
減
さ
れ
て
お
り
、
機

内
の
静
粛
性
の
み
な
ら
ず
、
空
港
周
辺
地
域
の
環
境
負
荷
も
大
き
く

軽
減
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
な
機
材
更
新

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
号
で
は
、
新
型
機
の
ほ
か
、
私
た
ち
の
昨
今
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
、
日
本
の
各
地
域
と
世
界
を
結
ぶ
私
た
ち
の
使
命
と
し
て
、
各

地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
観
光
促
進
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
例
と
し
て

「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
訪
日
外
国
人
を
お
迎
え
す
る
に
は
、

日
本
の
各
空
港
に
乗
り
入
れ
る
海
外
航
空
会
社
の
航
空
機
を
取
り

扱
う
地
上
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
が
、
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
こ
う
し
た「
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
」の
仕
事
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
に
誇
る
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
力
を
生
か
し

た
海
外
で
の
サ
ー
ビ
ス
教
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　ロ
ー
カ
ル
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
、
航
空
運
送
事
業
の
み
な
ら
ず
、

J
A
L
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
日
本
の
各
地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
球
、
世
界
と
共
生

で
き
る
持
続
可
能
な
事
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

�

日
本
航
空
株
式
会
社
　代
表
取
締
役
社
長
　赤
坂
祐
二

地
球
、世
界
、日
本
と
共
生
す
る

航
空
会
社
へ

明日の翼03

特
集

日
本
の
空
は
、新
し
い
時
代
へ
。

2
0
1
9
年
9
月
、国
内
線
に
エ
ア
バ
ス 

A
3
5
0
型
機
が
、

10
月
に
は
ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
型
機
が
就
航
し
ま
し
た
。

そ
の
特
長
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
過
ご
し
や
す
い
機
内
の
「
快
適
性
」や
、

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
「
省
燃
費
」、「
低
騒
音
」。

J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、新
型
機
の
導
入
を
通
じ
て
、新
時
代
の
快
適
な
空
の
旅
と
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
時
代
を
切
り
拓
く

エ
ア
バ
ス
A
3
5
0
型
機

ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
型
機

国
内
線

就
航1

2

3 4

JALグループは、2030年のSDGs※達成に向け、事業を通じて社会の課題解決に取り組みます。
※「Sustainable Development Goals」の略称で、持続可能な社会の実現を目指し、国際社会が2030年までに解決すべき17の目標のこと

1機体の入口付近にはJALを象徴す
る鶴丸ロゴをあしらいました 2個室
のようなプライベート空間を実現した

「ファーストクラス」。ソファのような座
りごこちとマッサージ機能を備えた座
席は今までにないくつろぎを体験でき
ます 3「クラスJ」では、レッグレストに
新機能が。ゆったりとした空の旅をご堪
能いただけます 4キャスター付きスー
ツケースを縦に収納することができる
手荷物収納棚



明日の翼 04

　
２
０
１
９
年
９
月
か
ら
、
エ
ア
バ
ス

A
3
5
0
型
機
、
10
月
か
ら
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
型
機
が
国
内
線
に
就
航
し
ま
し
た
。

機
内
仕
様
を
一
新
し
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

に
快
適
な
空
の
旅
を
ご
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
の
が
環
境
負

荷
の
低
減
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
エ
ア
バ
ス
社
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
の
新
型
機
で
あ
り
、
従
来
機
と
比
べ

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」
と
い
う
２
つ
の

特
長
が
あ
り
ま
す
。
従
来
機
と
比
較
し
た

場
合
、
C
O
2

排
出
量
を
15
〜
25
％
程
度
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
運
航

時
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
静
か
に
な
り
、
空
港

周
辺
の
騒
音
の
低
減
に
加
え
、
機
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
航
空
機
の
構
造
に
新
素
材
で
あ
る
炭
素

繊
維
複
合
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
軽
量
化

を
実
現
し
、
ま
た
、
新
開
発
エ
ン
ジ
ン
の

搭
載
に
よ
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
機
材
が

実
現
し
ま
し
た
。

　
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
、

国
際
航
空
分
野
※
で
は
C
O
2

排
出
量
削

減
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
「
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
J
A
L
グ

ル
ー
プ
航
空
機
の
有
償
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り

C
O
2

排
出
量
を
２
０
０
５
年
度
比
で
23
％

削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
活
用
や
、「
燃
料
節
約

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
騒
音
軽
減
運
航
方
式
」

の
導
入
な
ど
、
各
職
場
が
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
省
燃
費
・
低

騒
音
機
材
へ
の
更
新
も
、
C
O
2

削
減
に
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
J
A
L
の
主
力
機
と
し
て
、
日
本
各
地

を
つ
な
ぐ
新
型
機
。
今
後
も
す
べ
て
の
お

客
さ
ま
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
工
夫
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」

環
境
に
配
慮
し
た
新
型
機

新型機で取り組む環境へのアクション
客室仕様のリニューアルにより機内の快適性を向上させた新型機。
さらに、「省燃費」と「低騒音」という性能も兼ね備えています。
未来に持続する社会を実現するため、JALグループは環境負荷の低減に力を入れていきます。

今
、
取
り
組
む
べ
き

環
境
課
題
の
解
決
に
向
き
合
う

エアバスA350-900 型機

ボーイング 787-8 型機
2012年から国際線に就航して
いましたが、10月27日より国内
線にも就航しました。

スペック（国内線仕様）
全 長：56.7m
全 幅：60.1m
全 高：16.9m
エンジン推力：28.9t×2
標 準 座 席 数：291
巡 航 速 度：916km/h
最大離陸重量：173.3t
航 続 距 離：5,100km

スペック（国内線仕様）
全 長：66.8m
全 幅：64.8m
全 高：17.1m
エンジン推力：33.7t×2
標 準 座 席 数：369
巡 航 速 度：916km/h
最大離陸重量：217t
航 続 距 離：5,900km

明日の翼05

環境負荷の低い航空機を

経営企画本部長

西尾 忠男

　
２
０
１
９
年
９
月
か
ら
、
エ
ア
バ
ス

A
3
5
0
型
機
、
10
月
か
ら
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
型
機
が
国
内
線
に
就
航
し
ま
し
た
。

機
内
仕
様
を
一
新
し
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

に
快
適
な
空
の
旅
を
ご
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
の
が
環
境
負

荷
の
低
減
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
エ
ア
バ
ス
社
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
の
新
型
機
で
あ
り
、
従
来
機
と
比
べ

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」
と
い
う
２
つ
の

特
長
が
あ
り
ま
す
。
従
来
機
と
比
較
し
た

場
合
、
C
O
2

排
出
量
を
15
〜
25
％
程
度
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
運
航

時
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
静
か
に
な
り
、
空
港

周
辺
の
騒
音
の
低
減
に
加
え
、
機
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
航
空
機
の
構
造
に
新
素
材
で
あ
る
炭
素

繊
維
複
合
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
軽
量
化

を
実
現
し
、
ま
た
、
新
開
発
エ
ン
ジ
ン
の

搭
載
に
よ
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
機
材
が

実
現
し
ま
し
た
。

　
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
、

国
際
航
空
分
野
※
で
は
C
O
2

排
出
量
削

減
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
「
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
J
A
L
グ

ル
ー
プ
航
空
機
の
有
償
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り

C
O
2

排
出
量
を
２
０
０
５
年
度
比
で
23
％

削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
活
用
や
、「
燃
料
節
約

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
騒
音
軽
減
運
航
方
式
」

の
導
入
な
ど
、
各
職
場
が
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
省
燃
費
・
低

騒
音
機
材
へ
の
更
新
も
、
C
O
2

削
減
に
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
J
A
L
の
主
力
機
と
し
て
、
日
本
各
地

を
つ
な
ぐ
新
型
機
。
今
後
も
す
べ
て
の
お

客
さ
ま
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
工
夫
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

※ 2010年に開催された国際民間航空機関（ICAO）
の総会では、「燃料効率を毎年2%改善すること」、

「2020年以降国際線のCO2総排出量を増加させ
ないこと」という2つの目標を採択。さらに、2016
年の総会では、2021年以降、国際線を運航する航
空会社に対して、2019年・2020年のCO2平均排出
量を超過した分についてCO2排出権の購入などを
義務付ける制度（CORSIA制度）を導入することが
採択されるなど、環境への負担を減らすための積
極的なアクションが始まっています。

64% 70% 76% 80% 81% 省燃費機材

年度末
対象機種：A350、787、777、737-800、E170/190
2018年度までは実績値、2019年度以降は計画値

その他
36% 30% 24% 20% 19%
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JAL グループの省燃費機材シェア

JALグループ航空機の排出するCO₂削減の推移

　J
A
L
で
は
新
し
い
機
材
を
導
入
す
る
際
、路
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
投
資
対
効
果
の
ほ
か
、更
新

時
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
判
断
を
し
て
い
ま
す

が
、特
に
「
環
境
負
荷
の
低
減
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　航
空
会
社
と
し
て
は
C
O
2
の
排
出
量
の
削
減
は

急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、省
燃
費
機
材
で
あ
る

A
3
5
0
型
機
と
7
8
7
型
機
を
、7
7
7
型
機
、

7
6
7
型
機
の
後
継
機
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。今
後

も
計
画
的
に
新
型
機
へ
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
、環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。両
機
は
省
燃

費
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、低
騒
音
か
つ
快
適
性
に
も
優

れ
て
お
り
、今
後
も
路
線
の
特
性
に
合
わ
せ
て
導
入
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、私
た
ち
は
中
期
経
営
計
画
の
な
か
で
「
す
べ

て
の
お
客
さ
ま
に
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
実
現
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。航
空
機
に
ご
搭
乗
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
の

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、騒
音
の
低
減
や
排
出

す
る
有
害
物
質
の
削
減
な
ど
に
よ
り
空
港
周
辺
の
皆

さ
ま
、そ
し
て
社
会
の
皆
さ
ま
の
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
安
全
で
快
適
な

空
の
旅
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、環
境
課
題
の
解
決
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
に
息
づ
く
歴
史
文
化
を

九
州
か
ら
世
界
へ
発
信

『
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
』ツ
ー
リ
ズ
ム
始
動

J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
、地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

『
S
A
M
U
R
A
I 
K
Y
U
S
H
U
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

九
州
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
に
向
け
て
、

各
地
に
点
在
す
る
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地
域
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地域 と もにと

九州 JAL

　年
々
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
。
日
本
全
国
に

あ
る
魅
力
的
な
観
光
地
が
、
外
国
人
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。
九
州
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
い
人
気
が
あ

る
一
方
、
欧
米
豪
か
ら
の
観
光
客
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
で
し
た
。
そ
こ
で
J
A
L
は
、
九
州
の
活
性
化
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め
、
武
士
の
時
代
を
色
濃
く

残
し
て
い
る
九
州
各
地
を
訪
ね
る
「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　欧
米
豪
、
特
に
欧
州
で「
騎
士
道
」に
通
じ
る「
武
士

道
」や「
侍
」な
ど
の
言
葉
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
数

検
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
城
や
武
家
屋
敷
へ
の
宿
泊
の
ほ
か
、

日
本
刀
の
試
し
斬
り
、
武
士
が
育
ん
で
き
た
華
道
や
鼓

道
を
含
め
、
九
州
各
地
に
点
在
す
る
伝
統
文
化
や
芸
能

な
ど
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
治
体
や
地
域
の
皆
さ
ま

と
磨
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
で
も
競
技
人
口
が
多
い
剣
士
を
対
象
に
「
剣
道
ク

リ
ニ
ッ
ク
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
九
州
各
地
の「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
主
体
と
し
、
一
体
的
に
発
信
を
行
う

こ
と
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
と
地
域
活
性
化
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　「S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
と
し
て
、
2
0
2
0
年
夏
に
は
、
株
式
会
社

百
戦
錬
磨
と
株
式
会
社
ア
ト
リ
エ
・
天
工
人
と
共
同
参

画
し
、
日
本
1
0
0
名
城
に
も
選
定
さ
れ
た
長
崎
県

平
戸
市
に
あ
る
「
平
戸
城
懐
柔
櫓
」
に
お
い
て
、
日
本

初
と
な
る
常
設
の
「
城
泊
」
を
開
業
し
ま
す
。
城
で
の

宿
泊
の
ほ
か
、
平
戸
独
自
の
歴
史
や
芸
術
、
食
を
体
感

し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　J
A
L
は
、
平
戸
城
の
城
泊
に
続
き
、
九
州
各
地
で

の
城
泊
や
武
家
屋
敷
泊
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
に
貢
献
し
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

欧
米
豪
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
へ

「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」
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「光月流太鼓」福岡県朝倉市秋月
秋月藩の武家に伝わる「光月流太鼓」。厳かな雰囲気
のなかで格式ある伝統芸能を体験します

「肥後大津民芸造花」熊本県大津町
大津町無形民俗文化財に指定されている伝統工芸
「梅の造花」。保存会の指導のもと、本格的な造花制
作を体験します

「剣道クリニック」鹿児島県鹿屋市、福岡県宗像市など
日本の伝統的な武道・剣道の体験を通じ、日本の心
を知ってもらい、永続的な日本ファンを増やします。
剣道の技量向上と昇段審査への対応も行っています

　年
々
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
。
日
本
全
国
に

あ
る
魅
力
的
な
観
光
地
が
、
外
国
人
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。
九
州
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
い
人
気
が
あ

る
一
方
、
欧
米
豪
か
ら
の
観
光
客
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
で
し
た
。
そ
こ
で
J
A
L
は
、
九
州
の
活
性
化
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め
、
武
士
の
時
代
を
色
濃
く

残
し
て
い
る
九
州
各
地
を
訪
ね
る
「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　欧
米
豪
、
特
に
欧
州
で「
騎
士
道
」に
通
じ
る「
武
士

道
」や「
侍
」な
ど
の
言
葉
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
数

検
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
城
や
武
家
屋
敷
へ
の
宿
泊
の
ほ
か
、

日
本
刀
の
試
し
斬
り
、
武
士
が
育
ん
で
き
た
華
道
や
鼓

道
を
含
め
、
九
州
各
地
に
点
在
す
る
伝
統
文
化
や
芸
能

な
ど
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
治
体
や
地
域
の
皆
さ
ま

と
磨
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
で
も
競
技
人
口
が
多
い
剣
士
を
対
象
に
「
剣
道
ク

リ
ニ
ッ
ク
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
九
州
各
地
の「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
主
体
と
し
、
一
体
的
に
発
信
を
行
う

こ
と
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
と
地
域
活
性
化
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　「S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
」
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
と
し
て
、
2
0
2
0
年
夏
に
は
、
株
式
会
社

百
戦
錬
磨
と
株
式
会
社
ア
ト
リ
エ
・
天
工
人
と
共
同
参

画
し
、
日
本
1
0
0
名
城
に
も
選
定
さ
れ
た
長
崎
県

平
戸
市
に
あ
る
「
平
戸
城
懐
柔
櫓
」
に
お
い
て
、
日
本

初
と
な
る
常
設
の
「
城
泊
」
を
開
業
し
ま
す
。
城
で
の

宿
泊
の
ほ
か
、
平
戸
独
自
の
歴
史
や
芸
術
、
食
を
体
感

し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　J
A
L
は
、
平
戸
城
の
城
泊
に
続
き
、
九
州
各
地
で

の
城
泊
や
武
家
屋
敷
泊
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
に
貢
献
し
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

長
崎
県
の「
平
戸
城
懐か

い
じ
ゅ
う
や
ぐ
ら

柔
櫓
」で

日
本
初
の
常
設「
城
泊
」を
開
始

「平戸城懐柔櫓」長崎県平戸市
2020年夏に「城泊」の開業を予定している「平戸城懐柔櫓」のイメージ

関連サイト 九州観光推進機構「SAMURAI KYUSHU」ホームページはこちら ▲  https://samuraikyushu.com/

2階ベッドルームイメージ

外観イメージ 1階ルームイメージ
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J
A
L
の
サ
ー
ビス
品
質
を
、

世
界
へ
広
げ
る

ラ
オ
ス
・
ミ
ャ
ンマ
ー
に
お
け
る

空
港
教
育
訓
練
の
取
り
組
み

2
0
1
9
年
の
6
月
・
7
月
に
、J
A
L
U
X
※
が
出
資
参
画
し
て
い
る
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
あ
る

ワ
ッ
タ
イ
国
際
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
会
社
L-

J
A
T
S
社
と
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ン
ダ
レ
ー
国
際
空
港
の

運
営
会
社
M
J
A
S
社
の
空
港
旅
客
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

J
A
L
が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、空
港
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

※
株
式
会
社
J
A
L
U
X
:J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
航
空
・
空
港
関
連
商
社
。

　
２
０
１
８
年
1
月
に
羽
田
空
港
近
傍
で
行
わ
れ

た「
空
港
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ

ン
テ
ス
ト

※1

」の
会
場
に
、ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ
ン
ダ

レ
ー
国
際
空
港
の
運
営
会
社M

C
-Jalux A

irport 
Services C

o., Ltd.

※2
（
以
下
、M
J
A
S
社
）
の

方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、空
港
旅
客
ス
タ
ッ
フ
の

サ
ー
ビ
ス（
接
客
）ス
キ
ル
を
磨
き
あ
う
こ
と
を
目
的

に
、J
A
L
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
見
学
さ
れ
た
M
J
A
S
社
の
方
は
、J
A
L
の

サ
ー
ビ
ス
に
感
銘
を
受
け
た
と
言
い
ま
す
。そ
れ
ま

で
M
J
A
S
社
で
は
、自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
客
観
的

に
振
り
返
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、J
A
L
の

空
港
旅
客
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
に
対
す
る
姿
勢
を
目
の

当
た
り
に
し
、自
社
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
心
さ
れ
ま
し
た
。同
年
12
月
、Ｍ
Ｊ

Ａ
Ｓ
社
は
独
自
に
マ
ン
ダ
レ
ー
に
て「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。そ
の
後
、J
A
L

や
、同
社
に
出
資
参
画
し
て
い
る
J
A
L
U
X
と

検
討
を
重
ね
、ラ
オ
ス
・
ワ
ッ
タ
イ
国
際
空
港
国
際

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
会
社
で
あ
るLao-Japan 

A
irport Term

inal Services C
o.,Ltd.

※

3
（
以

き
っ
か
け
は
J
A
L
の
コン
テ
ス
ト

ラオスでは、タイ人のインストラクターによる教育を行うことで、より深いコ
ミュニケーションを実現しました（ラオス語はタイ語に似ています）

車いすのハンドリングを指導する様子。実践を通じて安全な操作方法
を習得していただきました

※�1��空港サービスのプロフェッショナルコンテスト：JALグループが就航する国内・海外の各空港を代表
する空港旅客スタッフが、接客スキルや対応力を競うコンテストで、原則年に一回開催しています。

※2��MC-Jalux�Airport�Services�Co.,�Ltd.（MJAS社）：JALUXが出資参画しているミャンマー第二の都市
マンダレーにあるマンダレー国際空港の運営会社。

※3��Lao-Japan�Airport�Terminal�Services�Co.,�Ltd.（L-JATS社）：JALUXが出資参画しているラオスの
首都ビエンチャンにあるワッタイ国際空港国際線ターミナルの運営会社。

下
、L-

J
A
T
S
社
）と
と
も
に
、サ
ー
ビ
ス
教
育
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
L-

J
A
T
S
社
と
M
J
A
S
社
、そ
れ
ぞ
れ
約
80

名
の
受
講
生
に
対
し
、J
A
L
の
空
港
旅
客
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
、客
室
乗
務
員
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
担
当
。教
育
訓
練
で
は
、髪
型
や
化
粧
な
ど
の
身
だ

し
な
み
や
、お
辞
儀
な
ど
の
接
客
マ
ナ
ー
、さ
ら
に
体

の
不
自
由
な
お
客
さ
ま
へ
の
お
手
伝
い
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
、実
践
を
取
り
入
れ
つ
つ
、J
A
L
の
サ
ー

ビ
ス
基
準
に
沿
っ
て
行
い
ま
し
た
。1
日
約
5
時
間

の
研
修
を
4
日
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し

た
が
、受
講
生
た
ち
は
意
欲
的
な
姿
勢
と
高
い
集
中

力
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
M
J
A
S
社
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
空

港
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
訓
練
部
の
中
村
由
紀
子
が

特
に
心
が
け
た
の
は
、サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
を
教
え

る
こ
と
で
し
た
。「
お
辞
儀
の
習
慣
や
種
類
、角
度
な

ど
日
本
な
ら
で
は
の
や
り
方
に
、当
初
受
講
生
は
戸

惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、J
A
L

の
サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
時
も
お
客
さ
ま
視
点
に
立
ち
、お
客

さ
ま
へ
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
た
。例
え
ば
、身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ

と
で
、お
客
さ
ま
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の

か
を
伝
え
、理
解
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
」。

　
同
じ
く
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
空
港
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
訓
練
部
の
オ
オ
タ
・
ケ
ビ
ン
は
、今

後
へ
の
期
待
を
込
め
て
語
り
ま
す
。「
J
A
L
の
や
り

方
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、自
社
と
J
A
L
双
方
の

サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
、今
後

の
成
長
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　
受
講
生
へ
の
訓
練
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、高
い

評
価
と
と
も
に
、多
く
の
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。L-

J
A
T
S
社
を
担
当
し
た
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
、バ
ン
コ
ク
を
拠
点
と
す
る
客
室
乗
務

員
ア
ッ
タ
キ
ッ
コ
ー
ソ
ン
・
ナ
ル
モ
ン
は
、振
り
返
り

ま
す
。「
彼
ら
が
元
々
持
っ
て
い
る
向
上
心
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。今
後
も
さ
ら
に
高
い

サ
ー
ビ
ス
品
質
が
実
現
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」。

　
J
A
L
は
、サ
ー
ビ
ス
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら

に
世
界
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、空
港
旅
客
ス

タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
、荷
物
の
積
み
降
ろ
し
な
ど

を
行
う
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教

育
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
J
A
L
は
、

会
社
や
国
の
枠
を
越
え
て
私
た
ち
の
安
全
や
サ
ー
ビ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
展
開
し
、航
空
分
野
全
体
の
品
質

向
上
を
目
指
し
ま
す
。そ
し
て
、空
港
で
働
く
社
員
が

プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

J
A
L
の
社
員
が
伝
え
る

「
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
う
」こ
と
の

大
切
さ

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
へ

ミャンマーでは、英語ネイティブのJALスタッフ（写真右）によるアナウ
ンス訓練を実施しました

ラオスで実施した身だしなみの教育訓練。「ネット」や「ワックス」を使
用し、髪型を美しく整えます

インストラクターによるおじぎの見本。位置や角度について詳しく解説
しています

接客のロールプレイング。チームで役割と内容を決めます。終了後には
インストラクターから講評があり、振り返りから新たな学びを得ます
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　2
0
1
9
年
6
月
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
自

分
ご
と
と
し
て
捉
え
、理
解
を
深
め
る
た
め
の
社

内
イ
ベ
ン
ト「
J
A
L 

D
i
v
e
r
s
i
t
y 

D
a
y 

2
0
1
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」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

第
一
部
か
ら
第
三
部
の
三
部
構
成
で
実
施
し
、

約
1
5
0
名
の
社
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　第
一
部
の「
D
i
v
e
r
s
i
t
y
×
V
R 

～
ま
ず
は
体
験
し
て
み
よ
う
～
」で
は
、
㈱
シ
ル

バ
ー
ウ
ッ
ド
の
大
谷 

匠
氏
を
講
師
に
招
き
、
仮

想
現
実
を
体
験
で
き
る
V
R（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
）を
用
い
て
、
認
知
症
、
発
達
障
が

い
、L
G
B
T
な
ど
多
様
な
方
の「
一
人
称
体
験
」

を
し
ま
し
た
。
当
事
者
の
視
点
で
体
験
す
る
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
れ
違
い
や

特
定
の
属
性
に
対
す
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス（
無
意
識
の
偏
見
）に
気
づ
き
、
他
人
ご

と
と
思
い
が
ち
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
、

誰
に
で
も
該
当
し
う
る
自
分
ご
と
と
し
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
も
が

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
多
様
性
を

受
け
入
れ
、
安
心
し
て
発
言
で
き
る
雰
囲
気（
心

理
的
安
全
性
）が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　第
二
部
の「
D
i
v
e
r
s
i
t
y 

× 

L
i
f
e 

Ev
e
n
t
～
W
o
r
k
も
L
i
f
e
も
充
実
さ

せ
よ
う
～
」で
は
、
育
児
、
介
護
、
健
康
な
ど
、

誰
も
が
直
面
す
る
可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
へ
の
向
き
合
い
方
を
経
験
者
と
と
も
に
考

え
、
学
ぶ
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
第

三
部
の「
S
e
x
u
a
l 

D
i
v
e
r
s
i
t
y 

～
T
r
a
n
s
g
e
n
d
e
r
当
事
者
と
語
ろ

う
～
」で
は
、
㈱
G-p
i
t
代
表
の
井
上 

健

斗
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
性
自
認
や

性
的
指
向
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
、

当
事
者
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
語
り

合
う
こ
と
で
、
社
員
の
多
様
性
を
理
解
す
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
継
続
的
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
社
員
が
気
づ
き
を

得
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
社
員
一
人
一
人
を
尊
重
す
る
風
土
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
多
様
な
個
性
が
生
み
出
す
ア
イ

デ
ア
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

多様性への新たな学びを！
「JAL Diversity Day 2019」を開催

JALグループは、トップコミットメントとして
2014年に「ダイバーシティ宣言」を発し、
誰もが生き生きと活躍できる会社を目指し
ています。

V
R
で
認
知
症
な
ど
を
体
験

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
理
解
を

深
め
る
機
会
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は

「
自
分
ご
と
」

ダイバーシティ
&

インクルージョン

Ｊ
Ａ
Ｌ
の

第二部「介護に備える」のブースでは、小規模の座談会形式で経験者から話を聞いたり、参加者同士で情報交換できる機会をつくりました

第三部の井上 健斗氏による講演を聞
いた社員からは「話を聞くうちに、仲間
や部下など身近な人からカミングアウ
トされたら、相手の全てを受け入れて
あげようと誓った」と前向きな声も

第一部「Diversity×VR ～まずは体験してみよう～」では、参加者全員が VRゴーグルを装着し、
認知症の方やLGBT当事者への理解を深める映像を体験しました

※1：LGBTなどのセクシャルマイノリティへの理解を深め、「すべての人がより生きやすい社会」を目指すイベント。
※2：セクシャルマイノリティに関するダイバーシティ・マネジメントの促進と定着を支援する任意団体「work with Pride」が2016年に策定した指標。
　　「ゴールド」「シルバー」「ブロンズ」の3段階で評価される。
※3：PRIDE指標運営委員会が、特に優れていると判断した事項につき、ベストプラクティスとして表彰される。　

明日の翼11

VRゴーグルで視聴できる映像「私
をどうするのですか？」では、認
知症の方が見る世界を体験できま
す。車から降車しているにもかか
わらず、ビルの屋上から飛び降り
ているように感じたり、記憶の混
乱により拒否反応を示してしまう
ことをVRを通じて理解できます

「LGBT×VR　～ レズ ビ ア ン　
オフィス編～」は、レズビアン
当事者の視点で、 職場の居心
地の悪さや良さを体感すること
を通じて、日頃の自分の言動
を振り返るプログラムです。ル
ミエール・ジャパン・アワード
2018優秀作品賞受賞

　一企業としての取り組みだけでなく、より多くの皆さまにLGBTを支援する運動
を知っていただき、社会全体での理解促進につなげるべく、ピンクドット沖縄※1の
開催に合わせて、2019年8月31日に日本で初めて「JAL LGBT ALLYチャー
ター」を運航しました。当事者や、理解促進への取り組みを行う企業担当者をは
じめとするALLY（理解者・支援者）など90名の方にご搭乗いただきました。機
内では「オリジナルレインボー弁当」をお配りしたり、当事者であるシンガーソングラ
イターの清貴さんが歌を披露されたりしました。ご搭乗された方からは、「一体感
のあるフライトに感動した」という声を多くいただきました。
　任意団体「work with Pride」が策定する「PRIDE指標」※2において、本年
は「JAL LGBT ALLYチャーター」が、社会全体への理解促進の機会を提供し、
社内外のALLY拡大に貢献したとの評価をいただき、2016年に続き2度目の「ベ
ストプラクティス」※3も受賞しました。
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催
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は
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の
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で
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5
0
名
の
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。
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当
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の
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で
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ン
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バ
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ダ
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バ
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テ
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に
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ご
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し
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考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
も
が

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
多
様
性
を

受
け
入
れ
、
安
心
し
て
発
言
で
き
る
雰
囲
気（
心

理
的
安
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必
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で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
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ま
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。
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に
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向
、
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ス
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ダ
ー
に
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い
て
、

当
事
者
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
語
り

合
う
こ
と
で
、
社
員
の
多
様
性
を
理
解
す
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
継
続
的
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
社
員
が
気
づ
き
を

得
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
社
員
一
人
一
人
を
尊
重
す
る
風
土
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
多
様
な
個
性
が
生
み
出
す
ア
イ

デ
ア
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

継
続
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
働
け
る

会
社
へ

日本初「JAL LGBT ALLYチャーター」を運航しました！

※1：LGBTなどのセクシャルマイノリティへの理解を深め、「すべての人がより生きやすい社会」を目指すイベント。
※2：セクシャルマイノリティに関するダイバーシティ・マネジメントの促進と定着を支援する任意団体「work with Pride」が2016年に策定した指標。
　　「ゴールド」「シルバー」「ブロンズ」の3段階で評価される。
※3：PRIDE指標運営委員会が、特に優れていると判断した事項につき、ベストプラクティスとして表彰される。　

©シルバーウッド ©シルバーウッド

2016年から4年連続でPRIDE指標最上位の
「ゴールド」を受賞しています



——JALの安全の
未来を育てる

てる
翼を

第8回

グランドハンドリング

明日の翼 12

安全のバトンを
仲間につなぐ

カウンターでお預かりした手
荷物を行き先、便名ごとに仕
分け。BRS（P14参照）で確
実に、効率的に

仕分ける

手荷物返却時はお客さまが取
りやすいよう、取っ手がお客さ
ま側にくるように

返却する

積む、降ろす

仕分けした手荷物をコンテ
ナに入れる。パワードウエア
（P15参照）で腰への負担を
軽減

積み付ける

出
発

グランドハンドリング

到
着

—お客さまの旅の始まりと
� 終わりが笑顔であるように—

貨物やお客さまの手荷物を
航空機へ積む、降ろす

グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
業
務
は
、手
荷
物
や
貨
物
の
積
み
降
ろ

し
作
業
・
航
空
機
の
誘
導
・
機
内
の
清
掃
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、全
て
の
業
務
に
通
じ
る
こ
と
は
、お
客
さ
ま
に「
安
全
・
安
心
」

を
お
届
け
す
る
こ
と
。

お
客
さ
ま
と
直
接
お
話
し
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、J
A
L

グ
ル
ー
プ
の
航
空
機
を
運
航
す
る
に
あ
た
り
、な
く
て
は
な
ら
な
い

業
務
で
す
。航
空
機
の
下
で
活
躍
す
る
姿
は
、ま
さ
に「
縁
の
下
の

力
持
ち
」。

最
近
で
は
、訓
練
に
V
R
等
の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

よ
り
安
全
に
、そ
し
て
よ
り
確
実
に
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。安
全
、そ
し
て
お
客
さ
ま
に
対
す
る
思
い
は
昔
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
し
続
け
、安
全
・
安
心
運
航

を
支
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
手
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
業
務
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

明日の翼13



一
便
た
り
と
も
同
じ
フ
ラ
イ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仲
間
と
の「
最
高
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」で
、

安
全
・
安
心
運
航
を
支
え
ま
す
。

株
式
会
社
J
A
L
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

東
京
支
店 

ラ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
１
部

今こ
ん  

裕ゆ
う
た太

（
２
０
０
９
年
度
入
社
）

︱
︱
安
全
運
航
を
支
え
る
た
め
、
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
　
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
決
め
ら

れ
た
規
則
・
手
順
を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
出
発
作
業
で
は
、
コ
ン
テ

ナ
の
搭
載
場
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
指
示

書
が
あ
る
の
で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
決
め

ら
れ
た
も
の
を
忠
実
に
搭
載
し
ま
す
。
そ

の
際
、
指
示
さ
れ
た
作
業
を
単
純
に
行
う

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
作
業
者
と
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
確
実
な
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
井
　
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
場
面
は

多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
航
空
機
の
貨

物
室
内
で
コ
ン
テ
ナ
が
動
か
な
い
よ
う
固
定

す
る
ス
ト
ッ
パ
ー
が
あ
る
の
で
す
が
、
作
業

者
が
ス
ト
ッ
パ
ー
を
か
け
た
後
に
ロ
ー
ド
マ

ス
タ
ー（
搭
載
監
督
者
）が
再
確
認
し
ま
す
。

私
も
ロ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
保
持
し
て

い
ま
す
が
、
万
が
一
ス
ト
ッ
パ
ー
の
か
け

忘
れ
が
あ
る
と
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
の
で
、
指
差
呼
称
に
よ
る
確
認

だ
け
で
な
く
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
確
認
も

併
せ
て
行
う
こ
と
で
、
安
全
性
を
高
め
て

い
ま
す
。

今
　
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
他
部
門
と
の
間
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
に
は
整
備
士
の
指
示
の
も
と
、

特
殊
車
両
を
使
っ
て
航
空
機
を
自
走
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
ま
で
押
す
プ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
と
い

う
業
務
が
あ
り
ま
す
。
航
空
機
を
押
す
方
向

な
ど
の
指
示
伝
達
は
、
通
常
、
管
制
官
→
運

航
乗
務
員
→
整
備
士
→
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
順
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
途

中
で
誤
っ
た
伝
達
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
管

制
官
と
運
航
乗
務
員
の
航
空
無
線
を
聞
い
て

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

中
井
　
安
全
と
は
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

自
分
だ
け
で
完
結
す
る
仕
事
は
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
J
A
L
の
翼
を
支
え
て
い
る
全
社

員
が
安
全
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
安
全
運
航

を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
一
日
の
終
わ
り
に
皆

で「
今
日
も
お
つ
か
れ
さ
ま
」と
言
え
る
こ
と

は
安
全
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
と
て
も

幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

︱
︱
お
客
さ
ま
の
た
め
に
自
ら
考
え
、
行
動

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

中
井
　
出
発
の
手
荷
物
を
搭
載
し
て
い
る

時
は
、
自
分
が
到
着
地
の
担
当
だ
っ
た
ら
ど

う
思
う
か
考
え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
乗
り
継
ぎ
時
間
が
短
い
お
客
さ
ま
の
手

荷
物
を
貨
物
室
内
の
奥
に
搭
載
す
る
と
、
到

着
地
の
ス
タ
ッ
フ
は
積
み
替
え
作
業
に
時
間

を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。
仲
間
が
作
業
し
や

す
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
は
お
客
さ
ま
の
手
荷
物
を
安
全
に
時

間
通
り
に
乗
り
継
ぎ
便
に
搭
載
す
る
た
め
で

す
。
新
人
時
代
か
ら「
次
工
程
は
お
客
さ
ま

安
全
と
は
、命
を
守
る
こ
と
。
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BRS
搭載手荷物の積み付け、取り降ろ
し作業をサポートするシステム。
BRSでバーコードを読みとること
で、手荷物の行き先管理などがス
ムーズに

VRシミュレーター
通常のプッシュバック訓練では
再現が困難な雨や雪などの気
象条件のもと、さまざまな機種
の航空機で繰り返し訓練が可
能に
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ロ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
と
し
て
の
責
任
。

「
昨
日
よ
り
は
今
日
、
今
日
よ
り
は
明
日
」
で
、

日
々
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

てる
翼を

—グランドハンドリング—

だ
」
と
先
輩
か
ら
言
わ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

そ
れ
が
体
に
染
み
つ
い
て
い
ま
す
ね
。

今
　
私
た
ち
は
直
接
的
に
お
客
さ
ま
と
接
す

る
機
会
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
お
客
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
手

荷
物
は
、
お
客
さ
ま
と
の
接
点
の
一
つ
と
し

て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
柔
ら
か
く
て
軽
い

手
荷
物
の
上
に
重
い
荷
物
を
置
か
な
い
な

ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
お
預
か
り

し
た
時
と
同
じ
状
況
で
お
返
し
す
る
よ
う
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

中
井
　
手
荷
物
を
到
着
ロ
ビ
ー
へ
返
却
す

る
際
も
、
お
客
さ
ま
へ
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ま
が
手
荷
物
を
受
け
取
り
や
す

い
よ
う
、
持
ち
手
の
部
分
を
お
客
さ
ま
の
方

に
向
け
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
流
し
た
り
、

大
雨
の
日
は
手
荷
物
が
濡
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
タ
オ
ル
で
拭
い
て
お
返
し
し

た
り
も
し
て
い
ま
す
。
直
接
お
顔
を
拝
見
し

て
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
分
、
作
業
者
一
人

一
人
が
心
を
こ
め
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
安
全
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
を
教
え
て
下
さ
い
。

今
　
航
空
機
の
プ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
た
く

さ
ん
の
部
門
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
つ
な
い

で
き
た
安
全
の
バ
ト
ン
を
運
航
乗
務
員
に
つ

な
ぐ
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

の
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
す
。
私
も
資
格
取

得
の
た
め
、
お
客
さ
ま
が
搭
乗
さ
れ
て
い
な

い
航
空
機
で
初
め
て
プ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
訓

練
を
し
た
と
き
は
、
緊
張
で
足
が
震
え
ま
し

た
。
こ
の
時
、「
尊
い
命
を
お
預
か
り
し
て

い
る
仕
事
」だ
と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
V
R
で
航
空
機
の
プ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
の
訓
練
も
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
経
験
や
感
覚
を
磨
く
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
毎
回
、
実
際
の
航
空
機
で
訓

練
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
最
新
技
術

の
導
入
で
よ
り
安
全
に
、
よ
り
正
確
に
業
務

や
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

中
井
　
他
に
も
B
R
S
※
や
パ
ワ
ー
ド
ウ
エ

ア
A
T
O
U
N 

M
O
D
E
L 

Y
※
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
作

業
効
率
の
向
上
や
ミ
ス
が
防
止
で
き
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
腰
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

な
ど
、
働
く
環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
新
技
術
を
取
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ

う
し
た
ら
も
っ
と
安
全
な
の
で
は
な
い
か
、

こ
ん
な
機
械
が
あ
れ
ば
よ
り
効
率
が
上
が
る

の
で
は
な
い
か
と
、
社
員
自
ら
が
広
い
視
野

を
も
っ
て
考
え
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も「
安
全
・
安

心
」を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
歩
み
を
止
め

る
こ
と
な
く
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

変
わ
っ
て
い
く
も
の
、

そ
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
。

CROSS    TALK

パワードウエア 
ATOUN MODEL Y※

腰をサポートする着用型
ロボット。手荷物を持ち上
げるとセンサーが体の動き
を認識し、内蔵されたモー
ターを自動調整して、作業
者の腰への負担を和らげる
※ATOUN社製

株
式
会
社
J
A
L
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

東
京
支
店 

ラ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
１
部

中な
か
い井 

健け
ん
す
け裕

（
２
０
０
5
年
度
入
社
）
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明日 翼の
明日の空へ、日本の翼

Winter 2019

特集
新時代を切り拓く
エアバスA350 型機
ボーイング 787 型機 国内線就航
地域とともに　『 SAMURAI  KYUSHU 』ツーリズム始動 
                 地域に息づく歴史文化を九州から世界へ発信　

JAL のサービス品質を、世界へ広げる　ラオス・ミャンマーにおける空港教育訓練の取り組み

JAL のダイバーシティ&インクルージョン　多様性への新たな学びを！「JAL D ive r s i t y  Day  2 0 1 9」を開催

翼を育てる　安全のバトンを仲間につなぐ　グランドハンドリング
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